
 

９
月
議
会
が
閉
会
し
て
早 

２
カ
月
。 

 

振
り
返
り
ま
す
と
、
今
議 

会
が
市
長
に
よ
り
蔑
ろ
に
さ 

れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思 

わ
れ
ま
す
。 

 

議
会
へ
の
説
明
・
答
弁
か 

ら
舌
の
根
も
乾
か
な
い
内
に 

勝
手
に
入
札
要
件
を
変
更
し 

執
行
し
た
こ
と
が
判
明
し
た 

の
で
す
。
終
盤
に
議
員
全
員 

協
議
会
が
開
催
さ
れ
な
ん
と 

か
了
承
さ
れ
ま
し
た
が
、
シ 

コ
リ
が
残
り
ま
し
た
。 

 
 

 

副
市
長
は
十
一
月
か
ら
一 

人
体
制
と
な
り
ま
し
た
。 

 

逮
捕
事
件
も
重
な
る
な
ど 

グ
ラ
つ
く
大
津
市
役
所
を
支 

え
、
市
民
生
活
に
支
障
が
出 

な
い
よ
う
に
、
私
も
引
き
続 

き
取
り
組
み
ま
す
。 

 

ご
支
援
、
ご
高
配
を
賜
れ 

ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い 

申
し
上
げ
ま
す
。 

  

み
ん
な
の
党
大
津
代
表 
 

市
議
会
議
員 
藤
井
哲
也 

第１５号 
 

平成２５年 
１１月１５日発行 

ご
挨
拶 

裏面へ 
続きます 

 

湖
西
道
路
（
国
道
１
６
１
号
道
路
）
は
市
の
主
要
道
路 

で
あ
り
、
市
民
の
方
を
始
め
、
事
業
者
の
物
流
、
災
害
な 

ど
の
緊
急
時
の
性
質
を
含
め
、
湖
西
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ 

ン
と
も
言
う
べ
き
道
路
で
す
。 

 

２
０
０
５
年
に
無
料
開
放
さ
れ
て
以
来
、
渋
滞
は
常
態 

化
し
て
お
り
、
そ
の
解
消
を
求
め
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
声 

も
よ
く
頂
き
ま
す
。
ま
た
、
夏
場
行
わ
れ
た
、
橋
梁
の
耐 

震
工
事
時
期
に
は
、
下
坂
本
～
真
野
間
で
は
、
渋
滞
が
深 

刻
な
事
態
と
な
り
ま
し
た
。 

９
月
議
会
質
問
・
藤
井
哲
也
議
員 

  

■ 

国
道
１
６
１
号
（湖
西
道
路
）の
混
雑
解
消
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
車
線
化
等
の
早
期
整
備
に
つ
い
て 

 

多
忙
な
子
育
て
世
代
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
若
者
の
投 

票
票
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
投
票
区
・
投
票
所
の
再
編
の 

必
要
性
を
以
前
よ
り
主
張
し
て
い
ま
す
。 

 

本
年
度
中
に
見
直
し
を
す
る
旨
、
選
挙
管
理
委
員
長
よ 

り
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
常
勤
職
員
（
現
在
６
人
） 

が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
選
挙
が
な
い
閑
散
期
は 

総
務
部
職
員
が
兼
任
し
て
い
る
事
例
が
他
市
に
あ
り
、
本 

市
で
も
行
政
改
革
の
一
環
で
組
織
改
革
す
べ
き
で
す
。 

  

■ 

大
津
市
の
ご
み
処
理
体
制
の
転
換
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
後
の
ご
み
減
量
政
策
に
つ
い
て 

 

大
津
市
で
は
市
長
交
代
に
伴
い
、
ゴ
ミ
処 

理
行
政
に
後
も
ど
り
で
き
な
い
転
換
点
が
訪 

れ
ま
し
た
。
市
内
２
ヶ
所
焼
却
施
設
体
制
か 

ら
、
２
ヶ
所
体
制
へ
と
シ
フ
ト
し
よ
う
と
し 

て
い
ま
す
。 

 

従
来
は
、
伊
香
立
、
富
士
見
、
大
石
の
三 

ヶ
所
で
ゴ
ミ
処
理
場
を
受
け
入
れ
て
も
ら
っ 

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
た
び
「
大
津 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
来
年
４
月
か
ら
操 

業
停
止
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

原
則
的
に
ゴ
ミ
処
理
は
、
ゴ
ミ
が
発
生
し

た
自
治
体
内
で
、
処
理
す
る
こ
と
が
原
則
と

な
っ
て
い
ま
す
。
止
む
を
得
な
い
場
合
に
限

り
、
国
及
び
受
入
れ
自
治
体
か
ら
の
許
可
を

得
て
、
他
自
治
体
に
搬
出
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
の
で
す
。 

 

し
か
し
、
越
市
長
の
独
断
と
も
言
え
る
決

定
に
よ
り
、
ゴ
ミ
処
理
所
を
市
内
二
ヶ
所
焼

却
施
設
体
制
へ
と
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
、

来
年
か
ら
３
年
間
は
大
津
市
内
で
は
ゴ
ミ
処

理
が
間
に
合
わ
ず
、
市
外
へ
と
搬
出
す
る
こ

と
に
な
り
そ
う
で
す
。 

 

当
然
、
こ
の
体
制
転
換
は
市
民
の
方
、
業

者
の
方
へ
と
し
わ
寄
せ
を
強
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
多
く
の
方
に
ご
み
減
量
の
お
願
い

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
３
年
間
で
１

万
１
０
０
０
ト
ン
減
ら
す
の
は
容
易
で
は
あ 

 

そ
こ
で
、
一
般
質
問
の
場
な
ど
を
借
り
て
、
提
案
を 

行
い
ま
し
た
。 

【
市
へ
の
提
案
事
項
】 

 

①
湖
西
道
路 

進
入
前
に
渋
滞
が
わ
か
る
よ
う
に
対
策 

 

（
電
光
掲
示
板
設
置
や
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
発
信
な
ど
） 

 

②
早
期
の
湖
西
道
路
全
線
（
下
坂
本
～
真
野
も
含
む
） 

 
 

４
車
線
化  

 

③
夜
間
走
行
が
危
険
な
た
め
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と 

 

今
後
も
、
整
備
推
進
の
た
め
活
動
い
た
し
ま
す
。 

り
ま
せ
ん
。 

 

今
後
、
ゴ
ミ
減
量
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
家
庭
ご

み
の
排
出
有
料
化
が
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
例
え
ば
大
型
ゴ
ミ
が
有
料

化
さ
れ
た
と
き
、
大
津
市
の
山
奥
に
大
型
ゴ
ミ
を
不
法
投

棄
す
る
と
い
う
事
案
が
増
加
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
家
庭

ゴ
ミ
の
有
料
化
に
よ
っ
て
、
大
津
市
の
山
奥
に
不
法
投
棄

さ
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
ゴ
ミ
の
有
料
化
が
進
む
と
す
る
と
、
他
市
の
状 

■ 

投
票
所
の
立
地
見
直
し
、
投
票
区
の
再
編
と 

 
 

 
 

 
 

 

選
挙
管
理
委
員
会
の
組
織
改
革
に
つ
い
て 

 
 

況
か
ら
市
民
の
負 

担
は
年
間
３
億
円 

か
ら
５
億
円
に
の 

ぼ
る
と
試
算
さ
れ 

ま
す
。
こ
れ
で
は
、

市
長
の
主
張
す
る 

２
ヶ
所
体
制
に
よ 

る
経
済
効
果
も
相 

殺
さ
れ
て
し
ま
い 

ま
す
。
こ
れ
か
ら 

多
く
の
困
難
が
予 

想
さ
れ
ま
す
が
、 

私
も
で
き
る
限
り 

負
担
が
少
な
く
、 

自
立
し
た
自
治
体 

を
保
て
る
よ
う
一 

生
懸
命
や
っ
て
い 

き
ま
す
。 

「市民・事業者向けのごみ減量協力のパンフレット」 



■
堅
田
・
真
野
地
域
の
交
通
網
整
備
に
つ
い
て 

 
 
※

び
わ
湖
大
橋
無
料
化
に
対
す
る
市
の
態
度 

 

国
道
４
７
７
号
は
慢
性
的
に
混
雑
し
て
お
り
、
今
後
も
継
続

的
に
渋
滞
は
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

国
道
４
７
７
号
は
、
滋
賀
県
道
路
公
社
が
管
理
を
担
っ
て
お

り
、
び
わ
湖
大
橋
や
、
来
年
か
ら
無
料
と
な
る
近
江
大
橋
と
同

じ
財
源
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、 

び
わ
湖
大
橋
の
無
料
化
議
論
と
も
密 

接
に
絡
ん
で
お
り
、
そ
の
点
を
市
に 

確
認
し
ま
し
た
。 

 

市
の
答
弁
は
、
①
堅
田
西
口
開
発 

に
伴
う
都
市
計
画
道
路
の
建
設
後
の 

状
況
を
見
て
検
討
す
る
、
②
地
元
の 

声
（
要
望
・
意
見
）
を
聞
い
て
い
き 

た
い
と
の
こ
と
で
す
。 

 

住
み
や
す
い
町
に
な
る
よ
う
に
、 

道
路
整
備
に
も
取
り
組
み
ま
す
。 

■ 

議
案
「
補
正
予
算
（
第
７
号
）
」
に
お
け
る 

 
 

 

二
役
（
市
長
・
副
市
長
）
査
定
に
つ
い
て 

■ ご連絡先・情報発信 
 

[会派] みんなの党大津 
 大津市御陵町３-１ 
 市役所本館３階 議員控室 
 

[所属議員] 藤井哲也議員 
 大津市真野２-２８-１ 709号 

 http://www.fujiitetsuya.jp 
 メール tetsuya@fujiitetsuya.jp 
 フェイスブック fujiitetsuya53 
 ツイッター @fujii_tetsuya 
  ブログ 「藤井哲也で検索」 
 FAX  ０５０-３４８８-７７１７ 
 

 ・生活産業常任委員会 所属 
 ・防災対策特別委員会 所属 
 ・政策検討会議（議会BCP） 所属 
 

【専門分野】 
職業経験として 
これまで若者雇 
用、産業振興、 
創業支援、人事 
制度などに関っ 
てきました。 
経験を生かし、 
議会活動を行っ 
て参ります。 

        平成２４年度 大津市の決算審査から見えてきたこと 特集 

  

 

９
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
予
算
案
に
「
大
津
駅
利
用
者
等

ニ
ー
ズ
調
査
費
」
と
「
特
産
品
試
作
開
発
費
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

特
に
「
大
津
駅
利
用
者
等
ニ
ー
ズ 

調
査
」
に
関
し
て
は
、
質
問
を
通
じ 

て
、
市
長
に
よ
る
ズ
サ
ン
な
予
算
査 

定
が
判
明
し
て
き
ま
し
た
。 

 

当
初
、
担
当
課
は
本
事
業
を
行
う 

に
あ
た
り
１
６
０
万
円
で
予
算
請
求 

を
行
い
、
予
算
査
定
を
担
当
す
る
総 

務
部
財
政
課
は
２
０
万
円
減
額
し
て
、 

１
４
０
万
円
と
し
ま
し
た
。 

 

二
役
査
定
で
越
市
長
は
、
「
調
査 

の
精
度
を
高
め
る
」
と
の
こ
と
で
、 

駅
利
用
者
や
周
辺
事
業
者
へ
の
ア
ン 

ケ
ー
ト
を
外
注
化
す
る
こ
と
と
し
、 

３
１
０
万
円
増
額
し
て
、
計
４
５
０ 

万
円
と
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
議
決
後
、
議
会
に
何
の
説 

明
も
な
く
、
自
ら
の
答
弁
内
容
を
無 

視
し
、
勝
手
に
外
部
委
託
業
務
を
変 

更
し
た
上
で
、
入
札
を
行
っ
た
こ
と 

が
発
覚
し
ま
し
た
。 

 

市
長
は
ど
う
や
ら
議
会
を
不
要
と 

考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

☆「大津駅利用者等ニーズ調査費」（４５０万円） 

 大津駅周辺の活性を図るために、駅利用者や周辺事業者等
へのアンケート収集・分析を外部委託する事業。 
 

☆「特産品試作開発費」（６６万円） 

 大津の特産品を開発するために、大津市が主体となって地
酒開発を行う事業。試作品は市内業者へ委託。 

補
正
予
算
「
大
津
駅
利
用
者
等
ニ
ー
ズ
調
査
費
」
の
予
算
計
上
か
ら 

入
札
執
行
ま
で
の
委
託
業
務
の
変
遷 

真野大野ドラム缶問題について 市民によるヨシ保全活動について 

地方卸売市場の活性化について 環境美化センター給与水準について 

平成２４年度にドラム缶撤去費用として 
約１億円が 
議決されま 
したが未執 
行です。国 
の補助金を 
申請すると 
のことです。 

琵琶湖の環境保全と地域連帯感強化を目的 
として行われ 
ている、ヨシ 
保全活動。市 
環境部は事業 
効果を高く評 
価し、来年度 
以降も注力。 

公設地方卸売市場の活性化は喫緊の課 
題です。現 
在ＰＲ活動 
に使ってい 
る費用は年 
間３万円。 
さすがに少 
なすぎです。 

大型ごみ収集等を担当する現業職員の平均 
人件費は年間 
８５５万円。 
同様の職務に 
携わる民間企 
業と比較して 
その水準は高 
いと思われる。 

建設が進められている都市計画道路 


